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「
コ
ロ
ナ
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」、直
撃
受
け
る
新
興
国

破
綻
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
経
済「

ど
の
国
も
石
油
を
売
っ
て
く
れ
な
い
」

Asia Inside  :  「
コ
ロ
ナ
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」ー
ー
破
綻
し
た
経
済

ロシアによるウクライナ侵攻は、資源や食糧価格の高騰をもたらし、ア

ジアやアフリカの新興国に深刻な影響をもたらしている。南アジアの島

国スリランカの経済は、新型コロナウイルスの感染拡大で主要産業の観

光業が厳しい状態にさらされていたところに、ウクライナ情勢の直撃を

受け破綻状態に追い込まれた。今後も、経済基盤の弱い国で混乱が拡大

する可能性が懸念されている。

【毎日アジアビジネス研究所・西尾英之】

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
６
月
２７
日
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
や
食
品
流
通
な
ど
に
関
わ
る
車
両

を
除
く
自
動
車
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
の
販
売
を
、

７
月
１０
日
ま
で
２
週
間
に
わ
た
っ
て
停
止
す

る
と
明
ら
か
に
し
た
。
通
勤
通
学
に
使
う
燃

料
の
節
約
の
た
め
、
一
部
の
学
校
や
政
府
機

関
は
閉
鎖
さ
れ
、
民
間
企
業
に
は
在
宅
勤
務

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
人
口
２
２
０
０
万
人

の
島
国
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
今
年
に
入
り
物
価

高
騰
に
端
を
発
し
た
政
治
、
経
済
危
機
が
激

化
し
た
。
輸
入
品
を
中
心
と
し
た
食
品
価
格

が
高
騰
し
、
電
力
不
足
か
ら
停
電
が
頻
発
。

石
油
の
輸
入
が
滞
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
は
長
い
列
が
で
き
た
。

３
月
末
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
の
私
邸

ガソリンスタンドの前に列を作るオート三輪の運転手ら

＝スリランカの最大都市コロンボで２０２２年５月１２日、川上珠実撮影

付
近
で
デ
モ
隊
と
警
察
部
隊
が
衝
突
し
、
非

常
事
態
宣
言
と
夜
間
外
出
禁
止
令
が
発
令
さ

れ
た
。
デ
モ
は
全
国
に
拡
大
し
、
４
月
４
日

に
首
相
を
除
く
全
閣
僚
が
辞
任
。
５
月
９
日

に
は
大
統
領
の
兄
で
あ
る
マ
ヒ
ン
ダ
・
ラ

ジ
ャ
パ
ク
サ
首
相
も
辞
任
し
、
同
12
日
、
同

国
二
大
政
党
の
一
つ
で
あ
る
「
統
一
国
民

党
」
の
党
首
を
長
年
務
め
、
こ
れ
ま
で
に
何

度
も
首
相
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン

政
治
家
、
ラ
ニ
ル
・
ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
氏

が
首
相
に
就
任
し
た
。

ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
首
相
は
、
す
で
に
一

部
の
対
外
債
務
返
済
停
止
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）

に
陥
っ
て
い
る
同
国
独
立
以
来
の
経
済
危
機

を
脱
す
る
た
め
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
に
対
し
緊
急
融
資
の
交
渉
を
進
め
る
一
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コ
ロ
ナ
で
観
光
客
激
減

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
価
格
が
急
騰

方
で
、
歴
史
的
な
支
援
国
で
あ
る
イ
ン
ド
、

中
国
、
日
本
に
対
し
て
支
援
国
会
合
の
開
催

を
要
請
し
た
。

　
４
月
に
前
年
同
月
比
33
・
８
％
だ
っ
た

消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
５
月
に
は
45
・

３
％
、
食
品
の
上
昇
率
は
58
％
に
達
し
た
。

灯油を購入するために給油所に並ぶ人々＝コロンボで５月９日、川上撮影

ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
氏
は
６
月
下
旬
、
「
我

が
国
経
済
は
完
全
に
破
綻
し
た
。
多
額
の
債

務
の
た
め
、
例
え
現
金
で
も
ど
の
国
も
石
油

を
売
っ
て
く
れ
な
い
」
と
国
内
外
に
窮
状
を

訴
え
、
２
週
間
の
ガ
ソ
リ
ン
供
給
停
止
と
い

う
さ
ら
に
厳
し
い
措
置
に
踏
み
切
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
国
民
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
３
８
１
５
ド
ル
（
２
０
２
１
年
、
ス
リ
ラ

ン
カ
中
銀
）
と
、
南
ア
ジ
ア
で
は
モ
ル
デ
ィ

ブ
に
次
い
で
高
い
。
比
較
的
、
生
活
水
準
の

高
い
国
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
経
済
破
綻
の

直
接
の
引
き
金
を
引
い
た
の
は
、
世
界
に
広

が
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

だ
。「

イ
ン
ド
洋
の
真
珠
」
と
も
呼
ば
れ
る
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
同
国
は
、
日
本
で
の

知
名
度
以
上
に
欧
州
で
の
人
気
が
高
く
、
多

く
の
ツ
ー
リ
ス
ト
が
訪
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
島

だ
。
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
年
の
観
光
収
入

は
43
億
８
０
０
０
万
ド
ル
に
上
り
、
同
国
に

と
っ
て
海
外
出
稼
ぎ
者
か
ら
の
送
金
、
繊
維

ア
パ
レ
ル
業
に
続
い
て
３
番
目
に
大
き
な

「
外
貨
獲
得
産
業
」
だ
。

　
ピ
ー
ク
の
18
年
に
は
２
３
３
万
人
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
た
が
、
19
年
は
最
大
都
市

コ
ロ
ン
ボ
で
起
き
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ

る
同
時
多
発
爆
発
テ
ロ
事
件
の
影
響
で
１
９

１
万
人
に
減
少
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
感
染
が
広

が
っ
た
20
年
は
51
万
人
、
21
年
は
19
万
人
に

ま
で
激
減
し
た
。

観
光
収
入
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
19
年
末

に
76
億
ド
ル
あ
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
外
貨
準

備
高
は
翌
20
年
末
に
57
億
ド
ル
に
減
少
。
イ

ラ
ン
か
ら
の
原
油
輸
入
代
金
を
紅
茶
で
支
払

う
と
い
う
前
代
未
聞
の
「
事
件
」
ま
で
報
じ

ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
22
年
２
月
末
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
原
油
や
穀
物
な
ど
の
商
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品
価
格
が
一
気
に
高
騰
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
経

済
の
息
の
根
を
止
め
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
原

油
や
ガ
ス
な
ど
の
天
然
資
源
を
ほ
ぼ
１
０

０
％
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
燃
料
に
加
え
て

食
料
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
不
足
が
顕
在

化
。
長
時
間
の
停
電
も
相
次
ぎ
、
政
府
に
抗

議
す
る
デ
モ
が
一
気
に
拡
大
し
た
。

５
月
に
入
る
と
財
務
相
が
「
我
が
国
の
利

用
可
能
な
外
貨
は
５
０
０
０
万
ド
ル
に
満
た

な
い
」
と
明
ら
か
に
し
、
マ
ヒ
ン
ダ
・
ラ

ジ
ャ
パ
ク
サ
首
相
は
混
乱
の
責
任
を
取
っ
て

辞
任
。
首
相
の
弟
の
ゴ
ダ
バ
ヤ
・
ラ
ジ
ャ
パ

国
を
私
物
化
し
て
き
た
一
族

ク
サ
大
統
領
は
ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
氏
を
新

首
相
に
指
名
し
、
未
曾
有
の
危
機
か
ら
の
脱

却
を
託
し
た
。

ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
氏
は
就
任
後
、
ガ
ソ

リ
ン
や
原
油
を
積
ん
だ
タ
ン
カ
ー
が
到
着
し

た
の
に
、
代
金
支
払
い
を
受
け
る
め
ど
が
立

た
な
い
た
め
、
入
港
せ
ず
に
近
海
で
40
日
以

上
停
泊
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
、
ツ
ィ
ッ

タ
ー
で
「
今
後
数
カ
月
が
私
た
ち
の
生
涯
で

最
も
困
難
な
時
期
と
な
る
」
と
、
国
民
に
協

力
を
訴
え
た
。

コ
ロ
ナ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
最
終
的
に
は
、

外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
不
可
抗
力
と
も
い

え
る
要
因
で
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
ス
リ
ラ

ン
カ
経
済
だ
が
、
実
際
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
以
前
か
ら
政
治
的
、
経
済
的
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
。

ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
兄
弟
が
首
相
と
大
統
領
を

務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
２

０
０
０
年
代
半
ば
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
政
治

に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
ラ
ジ
ャ

パ
ク
サ
一
族
に
よ
る
政
治
の
私
物
化
が
、
同

（左から）２００４年のインド洋大津波の際、南部ゴールで毎日新聞の取材に答えるマヒンダ・ラジャ

パクセ氏＝梅村直承撮影▽２０１９年に訪印しインタビューに応じたゴダバヤ・ラジャパクサ大統領＝

松井聡撮影▽２０１５年に首相として訪日したラニル・ウィクラマシンハ氏＝藤井太郎撮影

国
経
済
の
健
全
な
成
長
を
妨
げ
て
き
た
と
い

え
る
。

２
０
０
５
年
の
大
統
領
選
で
初
当
選
し
た

マ
ヒ
ン
ダ
・
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
氏
は
、
軍
人
出

身
の
弟
で
現
大
統
領
の
ゴ
ダ
バ
ヤ
氏
を
国
防

次
官
に
任
命
。
１
９
８
０
年
代
か
ら
続
い
た

少
数
派
民
族
タ
ミ
ル
人
武
装
勢
力
と
の
内
戦

に
強
硬
姿
勢
で
臨
み
、
２
０
０
９
年
に
は
武

装
勢
力
を
武
力
制
圧
し
て
終
結
さ
せ
た
。

武
装
勢
力
に
対
す
る
勝
利
は
、
政
権
の
大

き
な
功
績
と
な
っ
た
。
マ
ヒ
ン
ダ
氏
は
そ
の
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余
勢
を
駆
っ
て
10
年
の
大
統
領
選
で
再
選
を

果
た
す
。
し
か
し
、
弟
の
ゴ
ダ
バ
ヤ
氏
以
外

に
も
兄
弟
を
次
々
に
政
権
の
中
枢
ポ
ス
ト
に

据
え
る
な
ど
、
縁
故
主
義
や
強
権
姿
勢
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

15
年
の
選
挙
で
は
大
統
領
の
縁
故
主
義
に

対
す
る
批
判
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
元
側
近

の
シ
リ
セ
ナ
氏
に
敗
れ
、
一
族
は
政
権
の
座

か
ら
離
れ
た
。
だ
が
19
年
の
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
で
、
再
び
「
強
い
大
統
領
」
を
期
待
す

る
雰
囲
気
が
高
ま
り
、
立
候
補
し
た
マ
ヒ
ン

ダ
氏
の
弟
、
ゴ
ダ
バ
ヤ
氏
が
当
選
し
た
。

ゴ
ダ
バ
ヤ
氏
は
付
加
価
値
税
減
税
や
中
、

低
所
得
層
の
所
得
税
減
免
な
ど
「
人
気
取
り

策
」
と
も
取
れ
る
減
税
公
約
を
掲
げ
て
選
挙

戦
を
戦
っ
た
。
シ
リ
セ
ナ
陣
営
か
ら
は
「
実

現
不
可
能
」
と
批
判
さ
れ
た
が
、
当
選
す
る

と
公
約
通
り
に
税
制
見
直
し
を
実
現
さ
せ

た
。
一
方
で
新
首
相
に
兄
の
マ
ヒ
ン
ダ
氏
を

指
名
し
、
一
族
支
配
を
復
活
さ
せ
た
。

ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
一
族
の
政
権
に
は
、
「
親

中
派
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
つ
き
ま
と
う
。
２
０

０
９
年
の
内
戦
終
結
後
、
そ
れ
ま
で
整
備
が

遅
れ
て
い
た
道
路
や
港
湾
、
空
港
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
建
設
ブ
ー
ム
の
中
、
マ
ヒ
ン
ダ
氏
が

資
金
源
と
し
て
中
国
に
急
速
に
接
近
し
た
た

め
だ
。

２
０
０
０
年
代
ま
で
は
２
国
間
支
援
の
最

大
の
支
援
国
は
日
本
だ
っ
た
が
、
10
年
代
に

入
る
と
中
国
が
逆
転
。
コ
ロ
ン
ボ
の
港
湾
地

区
を
埋
め
立
て
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ば
り
の
金

融
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
「
コ
ロ
ン
ボ
国
際

金
融
シ
テ
ィ
」
（
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
コ
ロ
ン

ボ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
マ
ヒ
ン
ダ
氏
の
地

元
で
あ
る
南
部
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
で
の
大
規
模

コ
ン
テ
ナ
港
や
国
際
空
港
建
設
な
ど
が
、
中

国
の
資
金
で
行
わ
れ
た
。

「
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
国
際
空
港
」
と
自
身
の

名
を
付
け
た
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
の
空
港
は
、
就

航
便
が
ほ
と
ん
ど
な
く
「
世
界
で
最
も
ひ
ま

な
国
際
空
港
」
と
皮
肉
ら
れ
、
コ
ン
テ
ナ
港

は
資
金
返
済
の
め
ど
が
立
た
ず
運
営
権
を
99

年
間
、
中
国
企
業
に
譲
り
渡
す
な
ど
、
中
国

の
資
金
で
行
わ
れ
た
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
の
巨
大

脆
弱
な
経
済
を
直
撃

スリランカの大規模開発事業「ポートシティー・コロンボ」の建設現場（奥）。中国企業が投資を進

め、シンガポールばりの金融シティを建設する計画だ＝コロンボで２２年５月１０日、川上撮影
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事
業
は
、
中
国
に
よ
る
「
債
務
の
わ
な
」
の

典
型
例
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
岸
に
あ
り
イ
ン
ド
洋
に

直
接
面
し
た
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
は
、
開
発
前
は

小
規
模
な
漁
業
中
心
の
町
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
は
、
「
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
一
族
の
出
身

地
」
だ
っ
た
こ
と
と
、
中
国
に
と
っ
て
、
後

の
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
つ
な
が
る
イ
ン
ド

洋
シ
ー
レ
ー
ン
の
重
要
な
拠
点
と
な
る
位
置

に
あ
る
と
い
う
、
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
た

結
果
だ
。

イ
ン
フ
レ
続
け
ば
各
国
で
混
乱

ス
リ
ラ
ン
カ
は
内
戦
終
結
後
の
好
機
に
巨

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
施
し
て
お
き
な
が

ら
、
一
族
の
支
配
が
優
先
さ
れ
、
海
外
か
ら

民
間
投
資
を
呼
び
込
み
、
主
力
の
農
業
、
繊

維
縫
製
、
観
光
業
以
外
の
新
た
な
産
業
を
創

出
す
る
地
道
な
経
済
、
産
業
政
策
は
後
回
し

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
経
済
改
革
は

進
ま
ず
、
財
政
や
貿
易
収
支
の
赤
字
構
造
と

い
う
「
双
子
の
赤
字
」
を
抱
え
た
ま
ま
の
脆

弱
な
経
済
が
、
コ
ロ
ナ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
て
破
綻
に
つ
な

が
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
同
じ
南
ア
ジ
ア
の
パ
キ
ス

タ
ン
で
も
４
月
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
元
ス
タ
ー

選
手
で
国
民
の
人
気
が
高
か
っ
た
カ
ー
ン
首

相
の
不
信
任
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
、
政
権

が
交
代
し
た
。
同
国
も
ス
リ
ラ
ン
カ
同
様
、

有
力
な
輸
出
産
品
に
乏
し
く
資
源
を
輸
入
に

頼
り
、
経
済
基
盤
は
脆
弱
だ
。
昨
年
秋
か
ら

イ
ン
フ
レ
率
が
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
し
続
け
、

通
貨
の
パ
キ
ス
タ
ン
ル
ピ
ー
も
下
落
。
カ
ー

ン
前
首
相
は
経
済
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
協
議
を
続
け
、
緊
縮
財
政
路
線

を
取
っ
て
き
た
が
、
新
た
に
就
任
し
た
シ
ャ

バ
ズ
・
シ
ャ
リ
フ
首
相
は
最
低
賃
金
や
公
務

員
年
金
の
引
き
上
げ
に
言
及
し
、
財
政
再
建

の
行
方
は
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
発
表

し
た
今
年
３
月
の
食
料
価
格
指
数
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
前
月
を

12
・
６
％
上
回
り
、
過
去
最
高
の
１
５
９
・

３
に
達
し
た
。
食
品
や
燃
料
の
高
騰
や
供
給

不
足
は
、
国
民
の
不
満
を
高
め
政
情
不
安
に

つ
な
が
り
や
す
い
。
こ
の
ま
ま
高
騰
が
続
け

ば
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
経
済
基
盤
の
弱

い
国
で
、
混
乱
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

西尾英之

毎日アジアビジネス研究所主任研究員

１９８７年毎日新聞社入社。社会部、外信部、イスラマバード

支局、ニューデリー支局、アジア総局（バンコク）などを経て

２０１７年から現職。
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
、
Ｇ
７
の

米
国
、
英
国
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
、
そ
し
て
日
本
が
ロ
シ
ア

へ
の
金
融
制
裁
（
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
凍
結
等
）
、

輸
出
入
規
制
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
政
権
に
近
い
立

場
を
利
用
し
て
巨
万
の
富
を
築
い
た
ロ
シ
ア
の
超
富

裕
層
で
あ
る
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
資
産
凍
結
等
の
制
裁
処

置
を
講
じ
て
き
て
い
る
中
、
イ
ン
ド
は
静
観
を
続
け

て
い
る
。
イ
ン
ド
は
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
で
あ

り
、
近
年
は
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

構
想
に
参
加
し
、
日
米
豪
と
と
も
に
「
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ

（
ク
ア
ッ
ド
）
」
の
一
角
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
大

国
。
な
ぜ
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
非
難
し
な
い
の
か

を
深
堀
り
し
た
い
。

イ
ン
ド
は
、
当
初
か
ら
ロ
シ
ア
批
判
に
対
し
て
消

極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
を
非
難
す
る
決
議
の
採
択
で
は
中
国
と
同
様

に
棄
権
し
た
ほ
か
、
人
権
理
事
会
に
お
け
る
ロ
シ
ア

の
資
格
停
止
の
採
択
で
も
棄
権
に
回
っ
た
。
ま
た
、

各
国
が
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
停
止
措
置
を
表
明
す

る
中
で
も
、
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
を
正

当
化
し
て
い
る
。
も
と
も
と
世
界
最
大
の
原
油
消
費

国
で
あ
る
イ
ン
ド
へ
の
原
油
輸
出
国
の
中
で
、
ロ
シ

ア
の
占
め
る
割
合
は
１０
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、

昨
今
の
ロ
シ
ア
原
油
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
率
が
あ
ま

り
に
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
輸
入

量
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
後
手
に
回
っ
た
自
国
民
保
護

開
戦
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
2
万
人
以
上
も
の

イ
ン
ド
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
9
割
が

現
地
で
医
学
系
の
大
学
に
通
う
学
生
で
あ
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
、
比
較
的
安
い
費
用
で
医
師
の
資
格
を
取

得
で
き
る
と
し
て
、
イ
ン
ド
人
に
は
人
気
の
留
学
先

の
一
つ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
1
月
下
旬
ご
ろ
に
な

る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
緊
迫
の
度
を
高
め
て
い

る
こ
と
が
世
界
で
報
じ
ら
れ
、
米
英
な
ど
は
大
使
館

員
を
含
め
て
退
避
を
始
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
イ
ン
ド
は
「
事
態
を
注
視
す
る
」
と
い
う
姿
勢

に
終
始
し
、
や
っ
と
２
月
15
日
に
な
っ
て
「
学
生
な

ど
不
要
不
急
で
な
い
」
イ
ン
ド
人
に
対
し
て
、
一
時

退
避
を
「
検
討
」
す
る
よ
う
勧
告
す
る
と
い
う
渡
航

情
報
が
発
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

結
ぶ
航
空
便
は
少
な
く
、
政
府
の
要
請
で
エ
ア
・
イ

ン
デ
ィ
ア
が
22
日
に
最
初
の
商
用
便
を
運
航
さ
せ
、

２
５
４
名
が
帰
国
し
た
も
の
の
、
24
日
に
デ
リ
ー
を

飛
び
立
っ
た
第
２
便
は
開
戦
に
よ
っ
て
引
き
返
さ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
は
、
外

務
省
を
中
心
に
し
た
イ
ン
ド
政
府
は
そ
れ
ま
で
の
ロ

シ
ア
側
の
説
明
を
信
じ
、
プ
ー
チ
ン
が
開
戦
に
踏
み

切
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
火
の
な
か
に
多
く
の
イ
ン
ド
人
が
取
り
残
さ

　　　インドがロシアの軍事侵攻を
非難出来ない理由

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

インドビジネスコンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従事

し、2005年から9年間、同社インド法人社長。14年春グルガオンに

て「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業との提携を求

めるインド企業を支援。監査法人「Udyen Jain & Associates」と

業務提携し、日本企業のインド進出や現地でのコンプライアンスを

支援。インド最大手私銀「ICICI　Bank」のアドバイザーや、ＪＥ

ＴＲＯの「中小企業海外展開現地支援プラットフォーム」コーディ

ネーターも務める在印十数年のベテラン。

荒木英仁のインクレディブル・インディア  
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れ
、
犠
牲
に
な
る
イ
ン
ド
人
も
出
る
な
か
、
政
府
は

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
ン
ガ
ー
」
と
称
す
る
退
避

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
周
辺
国

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど

に
チ
ャ
ー
タ
ー
機
、
軍
輸
送
機
を
送
り
、
各
国
政
府

の
調
整
役
と
し
て
政
府
高
官
も
派
遣
し
て
退
避
に
乗

り
出
し
た
。

　
退
避
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
３
月
11
日
に
完
了
し
た
と

さ
れ
る
が
、
退
避
の
遅
れ
と
は
対
照
的
に
、
ロ
シ
ア

の
「
侵
犯
」
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
外
交
上
の
ス
タ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
野
党
、
メ
デ
ィ
ア
の
大
半
は
、
モ

デ
ィ
政
権
の
対
応
に
概
ね
理
解
を
示
し
て
い
る
。

■
イ
ン
ド
を
称
え
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領

ロ
シ
ア
は
２
０
０
０
年
10
月
に
「
イ
ン
ド
と
ロ
シ

ア
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
宣
言
」

に
署
名
し
、
両
国
関
係
を
深
め
て
き
た
。
ロ
シ
ア
が

イ
ン
ド
に
と
っ
て
不
可
欠
な
軍
事
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア

の
関
係
は
多
岐
に
渡
り
、
政
治
、
安
全
保
障
、
防

衛
、
貿
易
、
経
済
、
科
学
技
術
、
そ
し
て
文
化
と
深

い
結
び
付
き
が
あ
る
。
イ
ン
ド
に
は
、
容
易
に
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難
し
て
関
係
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
。

冷
戦
中
も
、
イ
ン
ド
と
ソ
連
は
強
力
な
戦
略
的
、

軍
事
的
、
経
済
的
、
外
交
的
関
係
を
維
持
し
て
い

た
。

ソ
連
崩
壊
後
も
ロ
シ
ア
は
イ
ン
ド
と
の
緊
密

な
関
係
を
継
承
し
、
そ
の
結
果
、
両
国
は
特
別
な
戦

略
的
関
係
と
な
っ
た
。
イ
ン
ド
首
相
と
ロ
シ
ア
大
統

領
と
の
年
次
サ
ミ
ッ
ト
は
、
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
の
間

の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
対
話
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
モ
デ
ィ
首
相
と

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
ソ
チ
市
で
最

初
の
非
公
式
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
側
も
イ
ン
ド
を
重
視
し
て
き
た
。
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
２
０
２
１
年
11
月
の
外
交
演
説
で
イ
ン

ド
を
「
多
極
世
界
の
な
か
で
独
立
し
、
強
固
な
中
心

の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、
「
（
ロ
シ
ア
と
）
よ
く
似
た

外
交
に
お
け
る
哲
学
と
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て

い
る
」
と
評
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
各
国
の
首

脳
外
交
が
激
減
す
る
な
か
、
２０
年
２
月
か
ら
の
２
年

間
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
外
国
に
出
た
の
は
３
回
。

ス
イ
ス
（
２１
年
6
月
の
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
と
の
会

談
）
と
中
国
（
２２
年
2
月
の
北
京
冬
季
五
輪
開
会
式

出
席
）
、
そ
し
て
イ
ン
ド
（
２１
年
12
月
）
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
訪
問
で
は
、
印
露
間
の
防
衛
協
力
推

進
が
う
た
わ
れ
、
ロ
シ
ア
の
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
社
製
自

動
小
銃
Ａ
Ｋ
２
０
３
を
イ
ン
ド
国
内
の
工
場
で
60
万

挺
生
産
す
る
契
約
が
ま
と
ま
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

ロ
シ
ア
と
し
て
は
、
日
米
豪
印
の
う
ち
も
っ
と
も
友

好
的
な
イ
ン
ド
と
関
係
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
「
ク

ア
ッ
ド
」
に
く
さ
び
を
打
ち
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

■
兵
器
の
３
分
の
２
は
露
か
ら
輸
入

イ
ン
ド
は
隣
国
と
の
間
で
国
境
問
題
や
領
土
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
防
衛
力
の
整
備
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
北
の

中
国
と
は
２
０
２
０
年
に
国
境
で
軍
事
衝
突
が
発
生

し
、
双
方
に
死
者
が
出
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

西
の
パ
キ
ス
タ
ン
と
は
、
過
去
３
度
に
わ
た
り
戦
火

を
交
え
て
き
た
ほ
か
、
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
を
め
ぐ
り

対
立
が
続
い
て
お
り
、
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
に
も
悩

ま
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
イ
ン
ド
洋
進
出
を
受
け

て
、
海
軍
力
の
増
強
も
進
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
も
今

回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
憂
慮
し
て
い
る
も
の
の
、

自
国
の
安
全
保
障
を
考
え
れ
ば
ロ
シ
ア
と
の
良
好
な

関
係
を
損
な
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
の
密
接
な
軍
事
関
係
は
冷
戦
期

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
「
非
同
盟
」
を
掲
げ
て
き
た

イ
ン
ド
だ
が
、
１
９
７
１
年
に
は
当
時
の
ソ
連
と
の

間
で
軍
事
同
盟
的
性
格
の
強
い
「
平
和
友
好
協
力
条

約
」
を
結
ん
だ
。
79
年
の
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
侵
攻
の
際
に
は
、
翌
80
年
１
月
に
開
か
れ
た
国

連
総
会
緊
急
特
別
会
合
で
ソ
連
を
事
実
上
支
持
す
る

と
い
う
、
今
回
の
先
例
と
も
言
え
る
立
場
を
と
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
で
イ
ン
ド
に
不

利
な
決
議
案
が
安
保
理
に
提
出
さ
れ
た
際
、
拒
否
権
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を
発
動
し
て
不
採
択
に
導
い
た
の
は
ソ
連
だ
っ
た
。

　
こ
の
関
係
は
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ
シ
ア
に
な
っ
て

か
ら
も
続
き
、
両
国
は
軍
事
以
外
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
原
発
）
、
科
学
技
術
、
宇
宙
開
発
と
い
っ
た
分
野

で
協
力
を
進
め
て
き
た
。
イ
ン
ド
は
日
本
と
「
特
別

戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
構

築
し
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
と
は
「
特
別
か
つ
特
恵
的

（privileged

）
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

と
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
関
係
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
イ
ン
ド
・
中
国
・
ロ
シ
ア
3
カ
国
会

議
、
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
と
い
っ
た
多
国
間

の
枠
組
み
で
の
協
力
も
あ
る
。

イ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
に
依
存
す
る
兵
器
輸
入
は
金
額

ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
２
０
０
０
年
か
ら
20
年
に
か
け

て
イ
ン
ド
が
外
国
か
ら
輸
入
し
た
兵
器
の
う
ち
66
・

５
％
が
ロ
シ
ア
製
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
軍
の
超
音
速
巡

航
ミ
サ
イ
ル
「
ブ
ラ
モ
ス
」
は
ロ
シ
ア
と
共
同
開
発

し
た
も
の
だ
し
、
イ
ン
ド
海
軍
唯
一
の
空
母
「
ヴ
ィ

ク
ラ
マ
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
」
は
ロ
シ
ア
海
軍
の
空
母
だ
っ

た
も
の
を
購
入
し
て
改
装
し
た
も
の
だ
。
更
に
18
年

に
は
ア
メ
リ
カ
の
懸
念
を
よ
そ
に
ロ
シ
ア
製
地
対
空

ミ
サ
イ
ル
「
Ｓ
４
０
０
」
の
導
入
を
決
め
、
21
年
11

月
に
は
実
際
に
供
給
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
断
つ
こ
と
は
イ

ン
ド
に
と
っ
て
相
当
な
財
政
的
・
戦
略
的
コ
ス
ト
が

か
か
る
決
断
に
な
る
。
ま
た
両
国
は
、
ロ
シ
ア
原
産

の
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
を
第
三
国
に
輸
出
す
る
た
め
の

生
産
拠
点
と
し
て
イ
ン
ド
を
使
用
す
る
際
に
ど
の
よ

う
に
協
力
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
が
進
ん

で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
政
府
は
ロ
シ
ア
依
存
を
抑
え
る

た
め
兵
器
調
達
先
の
多
様
化
を
進
め
て
お
り
、
米
欧

や
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
調
達
も
増
え
て
は
い
る
。
し

か
し
既
存
の
兵
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
弾
薬
・
各
種

部
品
調
達
の
必
要
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ロ
シ
ア
頼
み

の
状
況
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
イ
ン
ド

政
府
は
過
去
10
年
で
２
０
０
億
ド
ル(

約
２
兆
５
６

０
０
億
円)

以
上
の
兵
器
を
米
国
か
ら
輸
入
し
て
い

る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
脱
却
へ
の
道
筋
は
遠
い
で
あ
ろ

う
。

■
唯
一
イ
ン
ド
の
原
発
に
参
入

イ
ン
ド
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
も
ロ
シ
ア
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
民
間
に
よ
る
原
子
力
発
電
を

推
し
進
め
る
近
年
の
イ
ン
ド
に
と
っ
て
、
国
内
に
お

け
る
原
子
炉
建
設
の
協
定
を
結
ん
だ
ロ
シ
ア
は
主
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
「
原
子
力
発
電
所
の
建
設
者
や
部
品

製
造
者
が
事
故
の
際
に
責
任
を
負
う
」
と
す
る
厳
格

な
原
子
力
責
任
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
米
国
を
は

じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
は
イ
ン
ド
の
民
生
原
子
力
発

電
の
投
資
に
積
極
で
は
な
い
中
で
、
ロ
シ
ア
政
府
は

原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
き
た
場
合
に
必
要
な
責

任
を
負
う
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
ド
の
原
子
力

発
電
部
門
に
参
入
で
き
た
。
ま
た
、
原
子
力
以
外
で

も
、
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
の
油
田
や
ガ
ス
田
に
投
資
を

行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
国
営
企
業
の
イ
ン
ド
石
油
天

然
ガ
ス
公
社
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
沖
で
の
化
石
燃
料
採

掘
に
長
年
関
わ
っ
て
き
て
い
る
。
更
に
ダ
ン
ク
ラ
ム

原
子
力
発
電
所
（
Ｋ
Ｋ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
）
が
イ
ン
ド
に
建
設

さ
れ
て
い
た
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
ル
ー
パ
ー
原

子
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
同
で
実
施
し
た
り
し

て
い
る
。
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■
宇
宙
開
発
で
も
協
力
関
係

２
０
２
０
年
度
の
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
の
二
国
間
貿

易
額
は
81
億
米
ド
ル
。
さ
ら
に
今
後
、
両
国
は
25
年

ま
で
に
二
国
間
投
資
を
５
０
０
億
ド
ル
に
、
ま
た
二

国
間
貿
易
を
３
０
０
億
ド
ル
に
増
や
す
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
、
宇
宙
開
発
の
関
係
も
深
い
。
イ
ン

ド
と
ロ
シ
ア
の
間
で
、
衛
星
打
ち
上
げ
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｓ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
、
お
よ
び
そ
の
他
の
宇
宙
空
間
の
社
会
的

応
用
を
含
む
、
宇
宙
空
間
の
平
和
的
利
用
に
協
力
し

あ
っ
て
い
る
。

文
化
的
に
も
融
合
が
進
ん
で
い
る
。
主
要
な
大
学

や
学
校
を
含
む
約
20
の
ロ
シ
ア
の
機
関
が
、
約
１
５

０
０
人
あ
ま
り
の
ロ
シ
ア
の
学
生
に
定
期
的
に
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
を
教
え
て
い
る
。
更
に
多
く
の
ロ
シ
ア
人

が
イ
ン
ド
の
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
ヨ
ガ
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
等
に
高
い
興
味
を
示
し
て
い
る
。

■「
大
陸
国
家
」で
あ
る
イ
ン
ド
の
事
情

イ
ン
ド
は
今
後
も
ロ
シ
ア
寄
り
の
姿
勢
を
続
け
る

の
か
。
前
述
し
た
と
お
り
、
軍
事
面
の
依
存
を
考
え

れ
ば
全
面
的
に
対
ロ
非
難
に
転
換
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
軍
侵
攻
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
国
際
的
非
難
が
一

層
高
ま
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
対
応
の
再
考
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。

　
い
ま
だ
に
続
く
中
国
に
よ
る
実
効
支
配
線
へ
の
攻

勢
や
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
る
テ
ロ
攻
撃
を
踏
ま
え
れ

ば
、
イ
ン
ド
が
直
面
す
る
「
陸
上
の
」
脅
威
を
考
え

た
と
き
、
ク
ア
ッ
ド
や
欧
州
は
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
国
内
の

論
調
を
み
る
と
、
米
国
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
撤
退
、
そ
れ
に
伴
い
中
パ
と
関
係
の
深
い
タ
リ

バ
ン
が
復
権
し
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
疑
念
を
イ
ン

ド
に
強
く
抱
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
ク
ア
ッ
ド
の
他

の
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
「
海
洋
国
家
」
で
あ
る

が
、
イ
ン
ド
は
「
大
陸
国
家
」
で
も
あ
り
、
そ
こ
に

は
大
き
な
関
心
の
ず
れ
が
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
示
さ
れ
た
米
国
の
意
思
と
能

力
の
後
退
、
も
っ
ぱ
ら
海
洋
に
焦
点
を
当
て
る
ク
ア

ッ
ド
の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
中
国
が
パ
キ
ス
タ
ン

や
そ
の
他
の
周
辺
国
を
巻
き
込
ん
で
イ
ン
ド
へ
の
攻

勢
を
強
め
る
な
か
、
地
政
学
的
に
み
て
も
ロ
シ
ア
と

い
う
カ
ー
ド
を
放
棄
す
る
余
裕
は
イ
ン
ド
に
は
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　
イ
ン
ド
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
で
孤
立
し
た
く
は
な
い
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
の
今
回
の
選
択
は
、
現
状
で

は
合
理
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
今
後
ロ
シ
ア
の
攻
撃

が
一
層
激
化
、
長
期
化
し
、
人
道
上
の
被
害
が
広
が

っ
た
場
合
、
ロ
シ
ア
へ
の
非
難
や
制
裁
に
加
わ
ら
な

い
で
い
る
こ
と
は
「
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
」
と

し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
米
国
や
ク
ア
ッ
ド
だ

け
に
頼
っ
て
も
イ
ン
ド
の
安
全
と
国
益
は
確
保
で
き

な
い
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
イ
ン
ド
に

か
な
り
の
難
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。
今
後
の
イ
ン

ド
の
姿
勢
に
目
が
離
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
国
際
社
会
で
期
待
で
き
る
イ
ン
ド
が

果
た
せ
る
役
割
と
し
て
は
、
前
途
の
ロ
シ
ア
と
の
密

接
な
関
係
を
活
用
し
た
ロ
シ
ア
と
国
際
社
会
の
仲
介

役
だ
。
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
が
始
ま
っ
た
今
年
２
月
24

日
、
モ
デ
ィ
首
相
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
電
話
会
談

を
行
い
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
対
立
を
解
決
す
る

唯
一
の
方
途
は
対
話
だ
と
訴
え
る
と
と
も
に
、
暴
力

の
即
時
停
止
を
求
め
た
。

　
そ
の
訴
え
は
実
ら
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
と
ロ
シ

ア
首
脳
の
パ
イ
プ
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け

た
。
ロ
シ
ア
と
し
て
も
、
戦
況
が
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
、
事
態
が
長
期
化
す
る
事
態
に
な
れ
ば
、
い
ず
れ

「
落
と
し
ど
こ
ろ
」
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
際
に
イ
ン
ド
が
米
欧
と
の
橋
渡
し
を
で
き

れ
ば
、
事
態
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
か
も

知
れ
な
い
。
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